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大田区海洋少年団結団 60周年記念式

同 音楽隊  Ell立 30周年記念式

式 次 第

30  始めの言葉

国歌斉唱

黙祷

開式の辞

団長挨拶

音楽隊長挨拶

育英会長挨拶

来賓ご祝辞

来賓ご祝辞

来賓ご祝辞

来賓ご祝辞

来賓ご祝辞

来賓ご紹介

訓練展示・演奏

日本連盟感謝状贈呈

日本連盟表彰状授与

お礼の詞

50  閉式の辞

記念祝賀会

10  始めの言葉

挨拶

来賓ご祝辞

来賓ご祝辞

乾杯

友好団体ご祝辞

友好団体ご祝辞

祝電披露等

ご歓談

万歳三唱

30  御披良喜

司会者 OSF・ 内山幹事

伴奏 大田区団音楽隊

東蔑 副団長

安藤 団長

佐藤 音楽隊長

吉澤 育英会長

日本海洋少年団連盟 草刈会長殿

東京都議会 議員代表殿

大田区議会 議員代表殿

ご後援団体代表 伊東奨学会殿

大田区吹奏楽連盟 代表殿

司会者

大田区団音楽隊 指揮・本間音楽長

高橋 弘師 殿

団役員・指導者

石井 名誉団長

司会者 OSF。 内山幹事

司会者 OSF。 松山幹事

二渡 OSF会 長

松原 大田区長殿

清水 大田区教育長殿

望月 育英会副会長

日本海洋少年団東京地区連盟殿

大田区少年少女団体協議会殿

司会者

(適宜 ご祝辞を頂戴致します。)

亀元 父母会長

司会者 OSF・ 松山幹事



ごあい さつ

大田区海洋少年団

団長 安藤 日出男

大田区海洋少年団は、昭和 27年 7月 20日 に結成され、初代・小林団長に始ま り。

第 2代佐藤団長・第 3代石井団長、そして平成 17年 4月 に現団長の安藤に引き継がれ、

満 61年に亘 り活動を続けて参 りました。

ここに、結団 60周年記念式典を迎える事が出来ましたのも、団関係者はもとより、

ひとえに羽田・糀谷地区の有志各位、伊東奨学会様ならびに育英会などご後援団体の、

永年に亘るご支援のお陰と深く感謝申し上げます。

さて、当大田区団では、この二十年来ほかの少年少女団体と同様に、少子化等に依る

団員の減少の他、様々な多くの課題を抱えております。

特に、団員の確保 とリーダーの若返 りを図る事は、まさに喫緊の課題であり、これら

の課題を克服 しながら、魅力ある海洋少年団づくりを推進 して参る所存です。

末筆 となりましたが、本 日ご臨席を賜わりましたご来賓各位、ならびに関係各方面の

皆様方に、厚く御礼を申し上げますと共に、今後とも更なるご指導ご鞭撻をお願い申し

上げ、簡単ですが御礼のご挨拶とさせて戴きます。

60周年 を迎えて

大田区海洋少年団創始者

音楽隊長 佐藤 昌之

60周年おめでとうございます。

大田区海洋少年団は、昭和 27年 7月 20日 「海の記念日」に結団しました。

私は21才でした。不純な混迷している社会から、子供達を守り育てるために海洋少年

団を提唱し、皆さまの大きなお力添えをいただきました。

歳月人を待たず。爾来 60年、感激の至りです。

思い起こせば、 10周年には水上警察署、海上保安庁それぞれから船舶を借用、にわか

作りのカッター 2艇ほか計 5隻が多摩川をパレー ド。 20周年には三宅島 1週間キャンプ。

30周年には音楽隊結成、40周年には記念誌の発行と歴史を重ねてきました。

いよいよ第 2世代を迎え、行く先を見据える絶好のチャンスです。長年にわたるご支援

に感謝申し上げると共に、絶大なる拍手をおくります。

今後とも宜しくお願いいたします。有り難 うございました。



60周年 記録写真集

平成 25年 10月 20日 の午後、あいにく降り出した雨にも拘わらず、数多くのご来賓をお迎えして、

大田区団結団 60周年記念式・祝賀会が、大田区萩中集会所で開催されましたが、その記録写真の一部

をご紹介します。

・挨拶する、第 4代安藤 日出男団長。

FI.聯轟:≦RI覇面善桑藤炒菫』
熱く語る、佐藤日連音楽隊長。 (団創立者)

。日本連盟草刈隆郎会長のご祝辞。・吉澤敬地育英会長の挨拶。

大 凛 匡

。松原忠義大田区長のご祝辞。 。伊東奨学会・石井五六会長理事 (団膚J立者)
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・神林 茂 東京都議会議員のご祝辞。

(大 田区団、育英会の会員)

|■

・感謝の辞 石井 信 名誉団長。

前 。東京地区連会長)(第 3代団長、

・安藤 充 大田区議会議員のご祝辞。

(大 田区団、育英会の会員)

会場で耳を傾ける、本隊の団員たち。

左下、連盟より感謝状贈呈の高橋弘師さん。

。日頃の成果を演奏の音楽隊。指揮本間音楽長。 。日本連盟、永年功労章を受章する安藤団長。

|「 |1鮨鍼
弄



。日本連盟、

「

丁
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永年功労章を受章する三渡昌1団長。 同、永年優良指導者章を受章の増田副隊長。

。同、優良指導者章を受章の小杉音楽隊指導者。 。同、優良指導者章を受章の関音楽隊指導者。

。同、優良団員章を受章の下村音楽隊員 同、優良団員章を受章の梅本楽隊員。

通常の日本連盟表彰は、全国大会で授与又は地区連大会で伝達されますが、今回は特別のご配慮で

結団 60周年記念式典に併せて、草刈会長より授与されたものであります。



☆これからは、当日のスナップ写真を一部ご紹介します。

全てをお見せ出来なくて残念ですが、近々アルバムにて整理する予定です。

。新旧の都連会長 と、招待団の団長 さん。 。祝賀会で開会挨拶、OSF会 三渡会長。

大 鑽 区 海 澤 少 年 団 諄報6翁闘零

:狂海洋少年圃書察卜ら ・ :i30周年

。歓談中の、日本連盟草刈会長と吉澤育英会長。 草刈会長と二渡副団長 (OSF会長)

草刈会長と歓談中の佐藤音楽隊長。 ・佐藤音楽隊長と、OSFの 母親会員。



、堀川事務局長と歓談の安藤団長。

「
了写笏丁

・
三二三二

=TT

日連、野一色専務理事のご祝辞。

。東京地区連盟藤田会長のご祝辞。 ・友好団、横浜団新岡事務局長のご祝辞。

・吉澤育英会長と育英会の皆さん。 。それぞれに歓談中の皆さん。

まだまだ、たくさんの写真がありますが、取 り敢えず一部のみご覧戴きます。

改めて、アルバムに整理 したいと考えますが、いつ完成するのか楽しみにお待ち下さい。 (編集子)
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大田区・羽田地域の広報誌に掲載された、大田区団の紹介記事を転載してあります。

なお、既刊の「はばたき」では、育英会石井副会長・佐藤音楽隊長も寄稿されています。
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創立 60周年記念式・出席者名簿  (順不同・敬称略)

上表には誌面の関係で、出席団員 (隊員)の氏名は省略してあります。

2013.10.20

ご来賓 関係 育英会・団 。OSF会等 関係者

所属団体名 等 役職名 ご芳名 所 属 役職名 氏   名 所  属 氏  名

日本海洋少年団連盟

会長 草刈 隆郎 育英会 会長 吉澤 敬地 音隊父母 小川未央子

専務理事 野一色修平 副会長 望月 靖弘 金谷 智子

事務局長 堀川 信夫 会計 松原 輝雄 荒井みちよ

大田区 区長 松原 忠義 会計監査 大山 清次 角藤 滉笑

大田区 教育長 清水  繁 理事 宅野 恵治 久我美智子

東京都議会 議員 神林  茂 理 事 阿部  洋 清水美智子

大田区議会 議員 安藤  充 理事 今野 奏平 小嶋 有子

伊東奨学会 会長理事 石井 五六 会員 高橋 弘師 後真 由美

蒲田ロータリークラブ 会長 坂 本 幸政 会員 片岡 康浦 藤原美和子

大田区吹奏楽連盟 副会長 高谷 守弘 会員 岩井かつよ 加藤 節子

穴守稲荷神社 宮 司 矢野 次男 会員 加藤 一恵 今  佳代

東京救難所 理事長 宮下 牧夫 会員 太 田 信一 OSF会 高橋  守

海洋少年団東京地区連盟 会 長 藤田 光信 団 。本隊 団長 安藤 日出男 安藤 和 正

大田区少年少女団体協議会 会長 桐原 靖知 名誉団長 石井  信 金沢 隆弘

事務長 依 田 和三 副団長 三渡 祥晃 安間 好昭

前会長 菅野 恵子 副団長 東霞 良男 安倍 賢司

羽田特別出張所 副所長 山 口 智久 隊長 増 田 隆久 内山 隆雄

糀谷特別出張所 副所長 青木  文 副隊長 増 田 敏男 松山  戒

目白台海洋少年団 団長 荘  隆雅 指導員 高橋  寛 安藤 宗孝

千代 田区海洋少年団 団長 中川 喜 雄 父母会長 亀 元 智仁 月村 章一

杉並海洋少年団 団長 石倉 芳 明 父母会 伊藤  望 魚山 洋子

葛飾海洋少年団 団長 吉田  尚 父母会 松永 雄二 羽生 一之

横浜海洋少年団 副団長 新岡十三夫 音楽隊 音楽隊長 佐藤 昌之 中井 淳子

事務局長 新 岡 信 子 音楽長 本間 道夫 伊藤 美穂

区青少対糀谷地区委員会 会長 高橋 幸子 副隊長 阿部 忠生

〃  羽田地区委員会 会長 須 田 尚孝 指導員 関  太一

羽 田ライオ ンズクラブ 沼田 允利 指導員 羽倉 和人

東糀谷小学校 指導員 勝又  章

サースデイブラスバンド 指導員 小杉  翠




